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家族全員が3日以上対応できる量を備えている 家族全員が1～2日対応できる量を備えている

備えてはいるが、家族全員が1日以上対応することはできない 以前備えていたが、現在は備えていない

防災食（非常食）を備えたことはない 分からない

2024年2月27日
ミドリ安全.com

https://midori-anzen.com/

PRESS RELEASE

報道関係者各位

安全靴や作業着等を販売する通販サイト、ミドリ安全.com（ https://midori-anzen.com/ ）は、家庭の防災対策

状況を調査するため、子どもと同居する20歳から49歳の全国の母親800名に対して、「2024年度家庭での防災への

取り組みや防災食（非常食）の備えについての実態調査」を実施いたしました。
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～2024年度 家庭の防災対策実態調査～

防災食（非常食）の備蓄率 54.6％で昨年より5.3ポイント減少

備えていない理由、最多は「お金がかかるから」

物価高など背景に家計・コストも防災課題に

【結果概要】

■防災食（非常食）の備蓄率は54.6％（昨年の59.9％から5.3ポイント減少）

「全く備えていない」は39.7％

地方別備蓄率は関東地方が最多の75.0％、最も低いのは中国地方で41.0％

■防災食（非常食）を備えられていない最も大きな理由、最多は「お金がかかるから」21.8％

■食べた分だけ買い足す備蓄方法「ローリングストック」の実施率20.1％（昨年から1.9ポイント減少）

■ハザードマップで居住エリアの災害リスクを確認している 44.1％

実際に避難ルートや避難場所を現場確認しているのは11.8％にとどまる

■近年課題の「冬の寒さへの防災対策」61.6％ができていないと回答

■忘れがちな「簡易トイレ」備蓄率は26.2%にとどまる

防災食（非常食）の備蓄率は54.6％、昨年より5.3ポイント減少

災害対策のための防災食（非常食）を自宅に備えているかを聞いたところ、「家族全員が3日以上対応できる量を備えてい

る」と回答した方は12.0%、「家族全員が1～2日対応できる量を備えている」と回答した方は26.0%、「備えてはいるが、

家族全員が1日以上対応することはできない」と回答した方が16.6%と、防災食（非常食）を少しでも備蓄している方は合わ

せて54.6％となり、防災食（非常食）の備蓄率は昨年と比べて5.3ポイント減少し、頭打ちとなりました。

また「以前備えていたが、現在は備えていない」と回答した方は12.8%、「防災食（非常食）を備えたことはない」が

26.9%と、合わせて39.7%の家庭が自宅に防災食（非常食）を全く備えていないと回答しており、昨年の35.7％よりも4ポ

イント増加し、課題が残る結果となりました。

防災食（非常食）の備蓄率 54.6%

■各種災害に対応するための防災食（非常食）を現在、ご自宅に備えていますか？（n=800／単一回答方式）
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■各種災害に対応するための防災食（非常食）を現在、ご自宅に備えていますか？（地域別集計）

「家族全員が3日以上対応できる量を備えている」「家族全員が1～2日対応できる量を備えている」「備えてはいるが、家族全員

が1日以上対応することはできない」と回答した方の割合。

地域別備蓄率は関東地方が最多の75.0％、中国地方が最も低く41.0%

防災食（非常食）の備蓄率を地域別で比較し、少しでも備えていると回答した方を合わせると、関東地方が75.0％と昨年

に引き続き最も高い結果となり、中国地方で41.0％と最も低い結果となりました。

75.0%

61.0%

58.0%

56.0%

56.0%

54.6%

45.0%

45.0%

41.0%

0.0% 50.0% 100.0%

関東地方

中部地方

近畿地方

東北地方

四国地方

全国

北海道

九州・沖縄地方

中国地方

■現在、防災食（非常食）をご自宅に備えていない最も大きな理由をお答えください。

（n=317／単一回答方式）

防災食（非常食）を備えていない最大の理由

「お金がかかる」が初の単独首位に

防災食（非常食）を自宅に備えていないと回答した317名

に、その最も大きな理由を聞いたところ、最も多かったの

は「お金がかかる（21.8％）」という回答で、初の単独首

位となりました。次いで「備えたいがつい忘れてしまう

（20.2％）」、「何を備えてよいか分からない

（19.9％）」と続きました。

また「味が美味しくない」という回答も、昨年の4.5％か

ら1.8ポイント上がり6.3％となり、2018年調査時の1.6％

から上昇傾向にあることが見て取れます。

お金がかかる

備えたいがつい忘れてしまう

何を備えてよいか分からない

保管スペースがない

味が美味しくない

多忙で時間がない

必要性を感じない

その他

お金がかかる
保管スペース
がない

備えたいがつ
い忘れてしま
う

何を備えてよ
いか分からな
い

必要性を感
じない

多忙で時間
がない

味が美味しく
ない その他

2018年／全国(n=318) 21.4% 14.2% 28.9% 21.1% 6.3% 4.1% 1.6% 2.5%

2020年／全国(n=319) 23.2% 17.9% 24.1% 20.7% 5.3% 5.0% 1.9% 1.9%

2021年／全国(n=370) 20.8% 18.6% 22.2% 23.0% 6.5% 4.3% 3.2% 1.4%

2022年／全国(n=310) 17.4% 16.8% 28.1% 21.0% 6.8% 4.2% 4.2% 1.6%

2023年／全国(n=286) 22.7% 22.7% 19.6% 16.8% 5.9% 5.2% 4.5% 2.4%

2024年／全国(n=317) 21.8% 18.3% 20.2% 19.9% 5.4% 5.7% 6.3% 2.5%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

2018年(n=600) 2020年(n=800) 2021年(n=800) 2022年(n=800) 2023年(n=800) 2024年(n=800)

関東地方

中部地方

近畿地方

四国地方

東北地方

全国

北海道

九州・沖縄地方

中国地方

2018年(n=600) 2020年(n=800) 2021年(n=800) 2022年(n=800) 2023年(n=800) 2024年(n=800)

関東地方 58.7% 73.0% 64.0% 63.0% 74.0% 75.0%

中部地方 49.3% 63.0% 49.0% 68.0% 63.0% 61.0%

近畿地方 44.0% 60.0% 56.0% 60.0% 56.0% 58.0%

四国地方 52.0% 52.0% 43.0% 51.0% 64.0% 56.0%

東北地方 37.3% 55.0% 52.0% 53.0% 45.0% 56.0%

全国 42.5% 56.3% 49.7% 56.1% 59.9% 54.6%

北海道 25.3% 61.0% 44.0% 53.0% 63.0% 45.0%

九州・沖縄地方 49.3% 50.0% 49.0% 49.0% 59.0% 45.0%

中国地方 24.0% 36.0% 40.0% 52.0% 55.0% 41.0%
※2024年で降順にソート
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■防災食（非常食）を食べた分だけ買い足して、常に新しい食料を備蓄しておく備蓄方法「ローリングストッ

ク」をご存知ですか？（n=800／単一回答方式）

「ローリングストックの実施率」は20.1％

防災食（非常食）を食べた分だけ買い足して、常に新しい食料を備蓄しておく備蓄方法である「ローリングストック」を

知っているかを聞いたところ、「知っており現在実施している」と回答した方は昨年から1.9ポイント減少の20.1％でした。
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25.6%

24.9%
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知っており現在実施している 知っており過去に実施したことがあるが、現在は実施していない

知ってはいるが実施したことはない 聞いたことはあるが詳しくは知らない

知らない

■あなたのご家庭では、災害などが発生し避難が必要になった際、すぐに持ち出せるような防災バッグ

などの避難グッズを用意していますか？（n=800／単一回答方式）

持ち出し可能な「防災バッグ」42.4％が準備済み

災害が発生し避難が必要になった際に、避難用の持ち出しバッグなどといった、すぐに持ち出せる避難グッズを用意し

ているかを聞いたところ、「十分に用意している」と回答した方は9.2％で、「ある程度用意している」と回答した方が

33.2％と、合わせると過去最多となる42.4％の方が用意していることが分かりました。

一方で「ほとんど用意していない」と回答した方は25.8％で、「全く用意していない」と回答した31.8％と合わせると

57.6％と、半数以上の家庭で持ち出し用防災バッグが用意できていない状況が続いています。
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32.1%

30.2%

31.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2020年／全国(n=800)

2021年／全国(n=800)

2022年／全国(n=800)

2023年／全国(n=800)

2024年／全国(n=800)

十分に用意している ある程度用意している ほとんど用意していない 全く用意していない

防災バッグ備蓄率 42.4%

ローリングストック実施率 20.1%
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10.2%

7.8%

28.6%

30.6%

36.0%

36.0%

25.1%

25.6%
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十分にできていると思う どちらかというとできていると思う

どちらかというとできていないと思う 全くできていないと思う

■あなたのご家庭では、寒さなどに対応するため

の「冬の防災対策」が十分にできていますか？

（n=800／単一回答方式）

冬の防災対策は半数以上が不十分

46.9%

40.0%

26.2%

22.6%

18.6%

15.1%

12.2%

10.6%

25.0%

0.0% 25.0% 50.0%

使い捨てカイロ

カセットコンロ

簡易トイレ

非常用の保温・断熱シート

ゆたんぽ

水なしで洗髪できるドライシャンプー

非常時用の口腔ケアグッズ

汚物を処理する圧縮保管袋

上記防災用品は備えていない

■あなたのご家庭では下記の防災用品を備えてい

ますか？？（n=800／単一回答方式）

簡易トイレの備蓄率は26.2％にとどまる

■あなたは国土交通省や自治体などが公開している「ハザードマップ」などで、自身の居住エリアの

災害リスクを確認したことがありますか？（n=800／単一回答方式）

ハザードマップなどで居住エリアの災害リスクを把握44.1％

国土交通省や自治体などが公開している、自然災害などによる災害リスクを地図化した「ハザードマップ」などで自身

の居住エリアの災害リスクを把握しているか聞いたところ、「すでに確認しておりリスクを知っている」と答えた方は全

体の44.1％で、昨年の43.8％から0.3ポイント上昇し、過去最多となりました。一方で実際に、避難場所や避難ルートを

確認していると回答した方はわずか11.8％にとどまりました。

寒さへの防災対策、61.6％が未対応。簡易トイレの備蓄は26.2％にとどまる

能登半島地震でも低体温症などが問題となりましたが、近年冬の寒さに対応するための防災対策が重要視されています。

そこで寒さなどに対応するための「冬の防災対策」ができているかを聞いたところ、「十分にできていると思う」が7.8%

で、「どちらかというとできていると思う」が30.6%となりました。「どちらかというとできていないと思う」は36.0％

で、「全くできていない」の25.6％を合わせると61.6％の方が十分にできていない状況が明らかになりました。

実際に防寒対策として「保温・断熱シート」を備えていると回答した方は22.6％にとどまるなど、つい忘れてしまいが

ちな冬の寒さ対策も重要な課題として残る結果となりました。また、備えを忘れがちな「簡易トイレ」の備蓄率は昨年の

26.6％から0.4ポイント下がり26.2%にとどまりました。

冬の防災対策 61.6%が未対応

37.9%

41.4%
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47.2%
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すでに確認しておりリスクを知っている 存在は知っているが内容は確認したことがない

ハザードマップの存在を知らない その他



＜調査概要＞
有効回答数 子どもと同居している20歳から49歳までの全国の母親800名
 （地域別に均等割付：北海道100名／東北地方100名／関東地方100名／中部地方100名／
 近畿地方100名／中国地方100名／四国地方100名／九州・沖縄地方100名）
 ※2024年1月に発生した能登半島地震の影響により、被災地域の新潟県、富山県、石川県、福井県は
 調査対象から除外しています
調査期間 2024年2月13日～2024年2月15日
調査方法 インターネットリサーチ

※近畿地方は7県（三重県／滋賀県／京都府／大阪府／兵庫県／奈良県／和歌山県）、中部地方は5県（山梨県／長野県／岐阜県／静岡県
／愛知県）で区分けしています。

※年次比較に使用した過去調査概要
2018年の調査：子どもと同居している20歳から49歳までの全国の女性600名（8地域別に75名ずつ均等割付）
2020年以降の調査：子どもと同居している20歳から49歳までの全国の女性800名（8地域別に100名ずつ均等割付）

※構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とはならない場合があります。
※本資料の著作権はミドリ安全株式会社に帰属します。本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が
必要ですので、当社までご連絡ください。
※報道関係者におかれましては、本リリースを掲載・報道または引用する場合には、「ミドリ安全調べ」と付記のうえご
使用くださいますようお願い申し上げます。
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プレスリリースに掲載されている内容、製品価格、仕様、サービス、お問い合わせ先、

その他の情報等は発表時点の情報となります。その後予告なく変更となる場合がございますので、ご了承ください。

販売状況など最新の情報は、ミドリ安全.com（ https://midori-anzen.com/ ）でご確認ください。

【通販サイトURL】

■ミドリ安全.com https://midori-anzen.com/

■楽天市場 https://www.rakuten.ne.jp/gold/midorianzen/

■Amazon https://amzn.to/3l3OHVz

■Yahoo!ショッピング店 https://store.shopping.yahoo.co.jp/midorianzen-com/

■au PAY マーケット https://wowma.jp/user/23824472

【本プレスリリースに関する報道関係者からのお問合せ先】
ミドリ安全株式会社 Ｅコマース推進部

担当：染谷（そめや）
TEL：03-5650-3236 FAX：03-5650-3237

MAIL：info-ec@midori-grp.com

【商品ご購入等に関するお問合せ先】
ミドリ安全.comコールセンター

問い合わせフォーム：https://ec.midori-
anzen.com/shop/contact/contact.aspx/

ミドリ安全.comではWebサイトにて、過去のアンケート結果のまと
めや、各種防災グッズを紹介しています。お子様用や家族で使える折
り畳み可能な防災ヘルメットや各種防災食、マスクや体温計などを
セットにした感染対策セットなど、備えに役立つ各種グッズを販売し
ています。また特設ページでは、近年増加する水害・浸水への対策
グッズを紹介しています。

ミドリ安全.com 防災グッズ・避難用防災特集
https://ec.midori-anzen.com/shop/e/ef_bousai/

ミドリ安全.com水害・浸水対策グッズ特集
https://ec.midori-anzen.com/shop/e/erain_dis/

【調査結果のまとめ】
2024年1月に発生した能登半島地震を受け、防災と備えの重要性が改めてクローズアップされました。しかし、最新の調

査結果によると、子どものいる家庭の防災食（非常食）備蓄率は昨年の調査から5.3ポイント減少し、54.6％となり、頭打
ちの状況が見られます。防災食を備えていない最大の理由として、昨年は保管スペースの問題も多かったのに対し、今年は
「お金がかかる」という回答が21.8％で単独首位となりました。これは、近年の円安・物価上昇といった経済の影響による
家計の圧迫が背景にあるとも考えられます。また、味が美味しくないからという理由も、2018年の調査開始以降上昇傾向が
続いています。
防災食（非常食）を食べた分だけ買い足し、常に新しい食料を備蓄しておく「ローリングストック」の実施率は1.9ポイン

ト減少の20.1％となりました。一方、すぐに持ち出せる防災バッグの備蓄率は若干上昇し、42.4％が備えていると回答しま
した。また、居住エリアの災害リスクを把握している方は44.1％と過去最多となりましたが、避難場所や避難ルートを実際
に確認している方はわずか11.8％にとどまりました。能登半島地震でも問題となったトイレ対策に関しては、簡易トイレの
備えが26.2%にとどまるなど、備蓄率はいまだ低い状態が続いています。

今回の調査では、家庭の防災対策として家計やコストの問題が大きな課題として浮き彫りとなりました。経済的要因が防
災に影響する“防災格差”のような課題も懸念されますが、ローリングストックとして防災食（非常食）を日常食として活用
することで、家計の圧迫やスペースの問題を回避できる可能性があります。特に近年の防災食は味の向上も顕著で、日常的
に楽しむことができる品質の製品も増えています。また、スペースの問題に関しては、限られたスペースでも効率的に保管
できる折り畳み式防災ヘルメットなど、コンパクトに収納できる防災用品の導入を推奨しています。
地震などのリスクに備えるには、日頃の防災意識を高めるとともに、家計に負担をかけずにいかに適切な備蓄を実現して

いくかが、今後より重要となってくるのではないでしょうか。

https://ec.midori-anzen.com/
https://midori-anzen.com/
https://www.rakuten.ne.jp/gold/midorianzen/
https://amzn.to/3l3OHVz
https://store.shopping.yahoo.co.jp/midorianzen-com/
https://wowma.jp/user/23824472
mailto:info-ec@midori-grp.com
https://ec.midori-anzen.com/shop/contact/contact.aspx/
https://ec.midori-anzen.com/shop/contact/contact.aspx/
https://ec.midori-anzen.com/shop/e/ef_bousai/
https://ec.midori-anzen.com/shop/e/erain_dis/
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